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～リアリティを追求した画家～

田村宗立展
　弘化 3年（1846）、丹波国船井郡上河内村（現南丹市園部町
船岡）で生まれた田村宗立は、安政2年（1855）、10歳の頃に
南画を、翌年からは六角堂能満院の画僧・大願憲海のもと
で仏画を学びました。その後、写実的な絵画に関心をもつ
ようになった宗立は独自の陰影表現を用いた洋画の制作に
取り組み、多数の作品を残しました。
　明治 14年（1881）からは京都府画学校の教員として、教員
を退職した同 22年には画塾「明治画学館」を設立して後進の
指導にもあたりました。また、明治34年発足の「関西美術会」
では発起人となったほか、同 39年には浅井忠や伊藤快彦ら
と「関西美術院」を創立するなど美術界においても活発な活
動を展開しています。晩年は再び日本画に戻り、墨絵で軽
妙な道釈人物などを描いて余生を送り、大正 7年（1918）に
72歳で没しました。
　平成30年（2018）は、田村宗立の没後100年にあたります。
本展では、初期から晩年にかけて制作されたさまざまな作
品とともに、宗立が残した足跡をたどります。また、明治
絵画史における宗立の役割についても考えたいと思います。
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「越後海岩図屏風」明治 36年／京都国立近代美術館蔵
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